
 

 

令 和 ２ 年 第 １ 回 横 手 市 議 会 ３ 月 定 例 会 

一 般 質 問 要 旨 

 

 

■ 一般質問の日程 

令和２年３月５日（木）～９日（月） 本 会 議 
   

                      ※午前１０時、開会の予定です。 

 

■ 一般質問の順序 

期日 順番 議席番号 議  員  名 質問区分 頁 

５日 

１ ７ 番 奥 山 豊 和 議 員 一 括 １ 

２ 21 番 小 野 正 伸 議 員 一 括 ２ 

３ ３ 番 山 形 健 二 議 員 一 括 ３ 

４ 22 番 佐 藤 清 春 議 員 一 括 ４ 

６日 

５ 11 番 立 身 万千子 議 員 一 括 ５ 

６ ２ 番 髙 橋 和 樹 議 員 一問一答 ７ 

７ 24 番 土 田 百合子 議 員 一 括 ８ 

９日 

８ １ 番 本 間 利 博 議 員 一 括 10 

９ 13 番 菅 原 正 志 議 員 一 括 11 

10 10 番 鈴 木 勝 雄 議 員 一 括 12 
 

※質問区分の説明 

一  括・・・「一括質問一括答弁方式」の質問方法で、議員が質問項目すべてを演壇で一括

して質問し、その後、執行部（市長や教育長など）が演壇でその質問項目に

対して一括して答弁を行います。再質問は、議員は質問席で行い、執行部は

自席で答弁します。 

一問一答・・・「一問一答方式」の質問方法で、議員は質問席から１つの質問項目ごとに質問

し、執行部は自席から答弁を行います。 
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１．【７番 奥山 豊和 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．「地方創生」の検証と人口減少社会におけるオール横手の方向性につ

いて 
 

１） 「地方創生」により得た実は何か。特に、地方創生交付金を活用した事業の成果と、

横手市まち・ひと・しごと創生総合戦略（以下、総合戦略）における課題について伺

う。 

 

 

２） 第１期総合戦略は、平成 27 年度から令和元年度までの５カ年計画となっている。現

状「東京一極集中の是正」が図られていない中で、国・県はこれまでの取り組みを検

証し、令和２年度からの第２期総合戦略策定に向け取り組んでいる。 

横手市はなぜ、第１期総合戦略を１年間延長するのか。 

 

 

３） 皆で知恵を出し合い議論を重ねること、地域自ら考え自ら行うことが「地方創生」

の理念だと考える。 

第２期総合戦略、第２次横手市総合計画後期基本計画策定に向け、まちづくりに多

種多様な意見を取り入れる手法、市民との対話の在り方について伺う。 

 

 

４） 今後の「地方創生」の方向性と、人口減少社会における「Society5.0」に向けた市

長の政策理念について伺う。 
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２．【２１番 小野 正伸 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．農業振興について 

１） 国では 2019 年（令和元年）を「スマート農業」元年と捉え、さまざまな実証実験を

始めている。後継者不足が顕著な農業の現場からロボットやＡＩ技術を活用したスマ

ート農業は、その利用価値に期待が高まっている。今後、行政としてどのような支援

ができるか伺う。 

 

 

    ２） 昨年、全国各地で豪雨や台風被害により甚大な被害が発生したが、幸い管内では大

きな被害は見られず、比較的順調な出来秋を迎えられた。しかし、夏場の猛暑により

カメムシが異常発生し、一等米比率が極端に下がってしまった。適期の薬剤散布以外

にも対策を講じること（農産物検査法の改正等）が必要と思われるが、考えを伺う。 

 

 

 

２．地区交流センターについて 

１） 金沢地区では旧横手地域で初めて交流センター化に向けて準備が進められている。

時期尚早との意見もあったが「地区住民主導で協働のまちづくりを目指していこう」

と、一定の方向性を見出したところである。しかし、支所機能は残るとはいえ、今後

の行政サービスや施設管理など住民の心配事は必ずしも払拭したとは言えないのでは

ないか。職員の配置なども含め、今後の方向性を伺う。 

 

 

    ２） 昨年、地区活性化計画なども策定し、課題解決に努めているが、交流センター運営

推進委員等による共助（ボランティア）だけでは長続きしない。行政としての支援・

共助を推進するための仕組み作り（インセンティブ制度など）が必要ではないかと思

うが、考えを伺う。 
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３．【３番 山形 健二 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．人口減少対策について 

１） 横手市の人口減少対策について具体的なビジョンはあるのか。 

 

 

２） 若者出会い・結婚生活応援事業の幸せブーケトス事業の成果は。 

 

 

  ３） ひとり親家庭支援事業について。 

 

 

    ４） 国民健康保険税の減免について。 
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４．【２２番 佐藤 清春 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．施政方針について 

１） 大型公共施設の再編方針について。 

  ①今後のスケジュールについて伺う。 

 

  ②具体的な検討内容について伺う。 

 

③横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）との整合性について伺う。 

 

 

２） 公共温泉施設について。 

  ①民間譲渡された施設の現在の状況について伺う。 

 

    ②３施設の民営化に向けた今後のスケジュールを伺う。 

 

③民間譲渡がかなわなかった場合の対応について伺う。 

 

 

 

２．防災・減災対策について 

１） 国営横手西部農業水利事業について。 

  ①各幹線排水路の進捗率について伺う。 

 

②石持川幹線排水路の今後の改修計画は、防災・減災の観点からも最善の方策とは言

い難い。再度検討する必要があると思うが見解を伺う。 

 

 

２） 無堤地区の早期解消について。 

①無堤となっている鳥屋場地区の堤防整備について、早期に実現できるよう継続して

国へ要望すべきである。見解を伺う。 

 

②山城堰堰堤により大洪水の際、上流の水位に影響がある。固定堰から可動堰への改

修についての見解を伺う。 
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５．【１１番 立身 万千子 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．「横手市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、特に「成長産業支援事

業」について 

 

１） ＢＩＧプロジェクト支援事業について 

①新規立地企業１社に対し、投資計画を認定して５千万円の交付を決定し予算計上し

た。その際、事業内容の変更を検討するとのことだが、経緯等を問う。 

 

 

２） 地域経済牽引事業について 

①投資と雇用要件の実績を確認して、１社に１億円交付する予算計上をした。どのよ

うな実績か伺う。 

 

 

３） 企業の事業計画について 

①事業計画の中に雇用計画と、それに伴う労働契約や就業規則等が明記されているか

伺う。 

 

 

 

２．会計年度任用職員制度について 

１） 財源について 

    ①国からの交付税額は、見込みどおり充当されているか問う。 

 

 

２） 対象となる職員について 

    ①病院や各施設を含む全員の数が 1,360 人か問う。 

 

②３年ごとに公募による更新を行うとなれば、時給は３年ごとに最低額となるのか問

う。 
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３．高齢者支援のひとつとして補聴器購入に公的補助を！ 

 

１） 障がい者（児）への補装具費支給事業とは別に、市民の補聴器購入に公的補助を求

める。 

 

 

２） 公共施設や市役所窓口などに、ヒアリングループ（マイクによる音声信号をアンプ

を通じて電気信号に変え、輪っか状のループやアンテナによって磁気を発生させ、そ

れを受信機や補聴器で受信する）を設置できないか問う。 
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６．【２番 髙橋 和樹 議員】（一問一答） 

 

１．地域づくりの支援について 

１） 小さな拠点である市民による地域活動や協働活動について、市長はどう評価してい

るのか、地区会議からの要望について、ハード・ソフトの両面から達成させるための戦

略はあるのか伺う。 

 

 

 

２．横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）について 

１） 市の考え方は当初の計画から変化しているのか、これまでの事業成果とこれからの

方向性について伺う。 
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７．【２４番 土田 百合子 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．男女共同参画について 

１） 横手市では、男女共同参画社会の将来像を「一人ひとりが輝き、自分らしく生きら

れるまち」として、平成 20 年 10 月に「横手市男女共同参画都市宣言」を行っている。

当初予算（案）の概要では、横手市男女共同参画行動計画第４次計画策定が行われる

予定となっているが、次の点について伺う。 

 

  ①男女共同参画の現状と課題、今後の推進について伺う。 

 

  ②「横手市男女共同参画推進条例（仮称）」制定の考えについて伺う。 

 

③過去の災害において、避難所運営等の意思決定の場に女性が少なかったために女性

の声が届きにくく、避難所での着替えや授乳の問題など、さまざまな場面で女性の視

点を踏まえた取り組みが十分になされていなかったという指摘がある。防災分野にお

ける女性防災士の育成や、女性の地域防災リーダー等の育成について伺う。 

 

 

 

２．「宿泊型産後ケア」の取り組みについて 

１） 宿泊型産後ケアは出産後、体調や育児に不安のあるお母さんが安心して子育てがで

きるように、市が委託する医療機関で宿泊や日帰りにより、お母さんと赤ちゃんの心

身のケアや育児サポートなどが受けられる事業である。宿泊型産後ケアについては、

平成 27 年 9 月定例議会の一般質問の答弁では、「費用助成は予定していないが、今後、

世帯構成や世帯環境の更なる変化などにより、出産、育児に係る相談や悩みは、ます

ます複雑多様化していくことが予想される。そのような変化や地域ニーズを的確に把

握し、母子保健体制のなお一層の充実を図る」との答弁であった。湯沢市では、産後

のお母さんと赤ちゃんの新生活がスムーズにスタートできるように、市が委託した産

院に宿泊したり、助産師に自宅訪問をしてもらうなど産後の体調管理や、育児サポー

トを受けられる産後ケア事業が始まっている。当市の「宿泊型産後ケア」の取り組み

について伺う。 
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３．増田地域の荻袋、安養寺、大沢、熊渕４集落の上水道整備計画につ

いて 

 

１） この件については、平成 28 年 12 月に質問しており、答弁では「当該地区は集落間

の距離が長く、範囲も広いことにより、整備費用が膨大であり、水道事業の収入によ

る財源だけでは実施困難となる。そのため、国庫補助事業も活用しながらの整備を計

画しており、当該地区の補助事業に該当させるよう県と協議をしているところである。

協議が整い次第、補助事業の要望を行い要望が認められた次の年度より上水道整備が

出来ると考えている」とのことであった。基本的には、地区の全世帯が早めに、上水

道に加入していただくことが条件であると認識しているが、４集落の一部地域では、

マンガンが強く飲み水や、洗濯水にも使えず日常生活に困っている状況下にある。地

区の要望や、必要性を考慮していただき上水道の整備をお願いしたい。 

 

 

 

４．「Ｎｅｔ１１９緊急通報システム」の導入について 

１） これまで聴覚や、言語の障がいのある方からの通報は、メールやファックスなどで

対応だったが、「Ｎｅｔ１１９緊急通報システム」により音声での緊急通報が困難な人

が、スマートフォンから文字情報で１１９番通報ができるようになる。「Ｎｅｔ１１９

緊急通報システム」導入については、令和元年９月に一般質問している。答弁では、

「対象となる皆様への丁寧な内容周知が重要で、それによって利用の促進にもつなが

るものと考える。現在、消防本部と社会福祉課が連携し、対象となる方へシステムの

内容の事前のお知らせとともに、利用希望の把握について準備を進めている。システ

ムは消防車や救急車の迅速な出動につながるものと、手段の一つとして有効であると

考えており、引き続き、関係機関と連携して検討を進める。」との答弁であった。総務

省では、2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会が開催されることを踏ま

え、令和２年度を目標に全国の消防本部での導入を進めていくとの方向であるが、い

つ頃からのスタートになるのか伺う。 
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８．【１番 本間 利博 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．スポーツ振興について 

１） 令和元年６月定例会で横手公園スキー場存続の陳情が採択された後の検討内容につ

いて伺う。 

 

 

２） 横手公園スキー場廃止は、横手市財産経営推進計画（ＦＭ計画）と横手市スポーツ

推進計画の重点施策「スポーツによる健康づくり」の趣旨に沿っているか伺う。 

 

 

   ３） 天下森スキー場及び赤坂総合公園の冬期利用の環境を整備していくための方針を伺

う。 

 

 

   ４） 冬期間の健康を保つための取り組みについて伺う。 
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９．【１３番 菅原 正志 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．まちづくり推進部の現状について 

１） 職場環境、庁内連携に支障はないか伺う。 

 

 

２） 地域づくり活動補助金の有効活用について伺う。 

 

 

 

２．地区交流センターについて 

   １） 地区交流センター化は何をいつまでにやるのか。最終目標、達成時期、進捗状況を    

伺う。 

 

 

   ２） 人材配置と育成について伺う。 

 

 

   ３） トイレ、冷暖房など拠点整備状況と計画について伺う。 

 

 

 

３．ホストタウン構想におけるインドネシアとの交流について 

   １） バドミントンを通した交流の進め方について伺う。 

 

 

 

４．増田まんが美術館の積極活用と相乗効果を図ることについて 

   １） 中学、高校、大学、企業を巻き込んだ取り組みを考えてはどうか伺う。 

 

 



12 

 

１０．【１０番 鈴木 勝雄 議員】（一括質問一括答弁） 

 

１．農業振興施策等について 

１） ＪＡとの連携協定に伴う園芸作物の支援事業による、重点作物の作付け状況につい

て伺う。 

 

 

２） 産地づくり事業について伺う。 

 

 

  ３） 家族農業への支援施策を問う。 

 

 

   ４） ＪＡ各部会との連携販売について伺う。 
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令和２年３月定例会日程予定【会期２４日間】 

 

———  本 会 議   午前 10 時開会予定です・傍聴できます —— 

◇２月２５日（火） 〔開会〕議案上程 ほか 

◇２月２６日（水）  議案上程 

◇３月 ４日（水）  会派代表質問 

◇３月 ５日（木）  一 般 質 問 

◇３月 ６日（金）  一 般 質 問 

◇３月 ９日（月）  一 般 質 問 

◇３月１９日（木）   委員長報告・採決 ほか  〔閉会〕 
  — 傍聴席は本庁舎７階です — 

 

———  委 員 会  ——— 

    ◇２月２６日（水） 一般会計予算特別委員会 

    ◇３月１０日（火） 各常任委員会、 

～１２日（木） 一般会計予算特別委員会分科会 

    ◇３月１９日（木） 一般会計予算特別委員会 

 

 

 

横手市のホームページにあります、 

 議 会 のコーナーをクリックしてください。 

本会議録画・会議記録・市議会だよりを 

いつでもご覧いただけます。 

 

◇ 横手市議会事務局 ◇ 

〒013-8601 横手市中央町８番２号 （横手市役所 本庁舎 ６階）  

 TEL：0182-32-2535  FAX：0182-32-6539 

E-mail：gikai@city.yokote.lg.jp 

 

 
横手市議会マスコットキャラクター 

“しらとり議員” 


